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高齢者の運動機能の低下は筋力の衰えだけで
なく，運動を知覚する感覚系の衰えもその一因で
あることに着目する．運動知覚に深く関与する体
性感覚（筋・腱の感覚や触覚）のうち，皮膚感
覚の運動知覚への関与は解明されていなかっ
た．皮膚刺激によって運動をサポートできれば，触
覚呈示技術の利用分野の拡大が期待される．

運動時に下肢に伝播する高周波振動現象を発見
歩行時に高周波の振動が下肢関節部に伝播して
いることを発見し，振動刺激の再生による歩容へ
の影響を調査した．また，このような振動情報が衝
突時の運動のインピーダンス調整に利用されてい
る可能性を，上肢によるインピーダンス調整タスク
によって実証した．

道具に加わる外力の知覚を皮膚刺激で拡張
吸引圧を用いて，接触部の触覚受容器活動分布を
制御する方法を考案し，道具に加わる外力の知覚を
人工的に増強する技術を開発した．このような技術
は，複数点の皮膚接触情報が統合されて１つの力情
報として知覚される認知機能の解明にも貢献する．

振動刺激による疑似力覚呈示技術の確立
運動情報に合わせて高周波の振動刺激を皮膚に
加えることによって，疑似的な摩擦や慣性，粘性，
弾性などを呈示する技術を確立した．この技術を，
携帯情報端末やジェスチャインタフェースなど応用
し，有効性を示した．

皮膚感覚が運動知覚に及ぼす影響とそのメカニ
ズムを解明し，皮膚感覚を拡大，または他部位に
転送することで運動機能をサポートする技術を開
発する．筋骨格系を含む皮膚の振動伝搬現象に
着目し，その情報を皮膚刺激によって再現・強化
する技術を開発する．携帯情報機器や歩行支援・
リハビリ等への応用をめざす．
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高齢者やリハビリ時の運動サポート技術とし
て，補聴器と同じように，歩行時の皮膚感覚
を歩行感覚を増強する装着型歩行補助装置
の普及が期待される．また，情報機器に直感

的なインタラクションを補強する技術として，
ジェスチャー入力やウェアラブル端末上での
疑似力覚呈示技術の普及が期待される．
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